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(57)【要約】
　実世界オブジェクト操作に基づくデータ操作のための
システム及び方法が説明される。装置が、物理オブジェ
クトのイメージを捕捉する。イメージは、ネットワーク
を介してリモートサーバに通信される。リモートサーバ
は、イメージに関連付けられた仮想オブジェクトデータ
とコンピューティング装置のユーザのための通信通知と
を含む。装置は、仮想オブジェクトデータを受信し、仮
想オブジェクトデータを用いて仮想風景の中に仮想イメ
ージを表示する。ユーザにより引き起こされるコンピュ
ーティング装置と物理オブジェクトとの間の相対的動き
に応答して、仮想イメージは修正される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　物理オブジェクトのイメージを捕捉するように構成されたカメラと、
　拡張現実アプリケーション及び拡張現実通知モジュールを含むプロセッサと、
　を含み、
　前記拡張現実アプリケーションは、前記イメージを、ネットワークを介して、前記イメ
ージに関連付けられた仮想オブジェクトデータと当該装置のユーザのための通信通知とを
含むリモートサーバに通信し、当該装置において前記仮想オブジェクトデータを受信する
ように構成され、
　前記拡張現実通知モジュールは、前記仮想オブジェクトデータを用いて仮想風景の中に
仮想イメージを表示し、前記ユーザにより引き起こされる当該装置と前記物理オブジェク
トとの間の相対的動きに応答して、前記仮想イメージを修正するように構成される、
　装置。
【請求項２】
　前記プロセッサは、
　前記物理オブジェクトの物理操作に関連付けられた仮想機能性を受信し、前記物理オブ
ジェクトの物理操作に対応する仮想機能を生成するように構成された物理世界操作モジュ
ール、
　をさらに含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記プロセッサは、
　当該装置のユーザに関連付けられた通知サーバから前記通信通知を受信するように構成
された通知モジュールであって、前記通信通知は電子メール通知、カレンダーリマインダ
ー通知、又はソーシャルネットワーク通知を含む、通知モジュール、
　をさらに含む、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記拡張現実通知モジュールは、参照識別子モジュールと、通知視覚化モジュールと、
仮想オブジェクト生成器とを含み、
　前記参照識別子モジュールは、前記通信通知に関連付けられた参照識別子にアクセスす
るように構成され、
　前記通知視覚化モジュールは、前記参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化にアク
セスするように構成され、
　前記仮想オブジェクト生成器は、前記物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子に
関連付けられた拡張現実視覚化を用いて、前記物理オブジェクトのイメージの中の参照識
別子と連動した仮想オブジェクトを生成するように構成される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記通知視覚化モジュールは、前記仮想オブジェクトの特徴を変更し、前記物理オブジ
ェクトのイメージの中の参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化に基づいて、前記仮
想オブジェクトを別の仮想オブジェクトで置換するように構成される、請求項４に記載の
装置。
【請求項６】
　前記物理世界操作モジュールは、物理オブジェクト識別器と、物理オブジェクト操作検
出器と、仮想アクチュエータとを含み、
　前記物理オブジェクト識別器は、前記物理オブジェクトと該物理オブジェクトの物理操
作に関連付けられた仮想機能性とを識別するように構成され、
　前記物理オブジェクト操作検出器は、前記物理オブジェクトの物理操作を識別するよう
に構成され、
　前記仮想アクチュエータは、前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操
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作に対応する仮想機能を生成するように構成される、
　請求項２に記載の装置。
【請求項７】
　前記仮想アクチュエータは、前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操
作に対応する仮想ユーザインターフェースを生成するように構成される、請求項６に記載
の装置。
【請求項８】
　前記仮想アクチュエータは、前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操
作に応答して、当該装置の機能をアクティブ化するように構成される、請求項６に記載の
装置。
【請求項９】
　前記仮想アクチュエータは、前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操
作に応答して、別の装置を制御するための仮想機能のコマンドを生成するように構成され
、前記別の装置は前記物理オブジェクトとの通信を有さない、請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　前記物理オブジェクトの物理操作は、前記物理オブジェクトを移動させること又は回転
させることを含む、請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　コンピューティング装置を用いて、物理オブジェクトのイメージを捕捉するステップと
、
　前記イメージをネットワークを介してリモートサーバに通信するステップであって、前
記リモートサーバは、前記イメージに関連付けられた仮想オブジェクトデータと前記コン
ピューティング装置のユーザのための通信通知とを含む、ステップと、
　前記コンピューティング装置において前記仮想オブジェクトデータを受信するステップ
と、
　前記仮想オブジェクトデータを用いて仮想風景の中に仮想イメージを表示するステップ
と、
　前記ユーザにより引き起こされる前記コンピューティング装置と前記物理オブジェクト
との間の相対的動きに応答して、前記仮想イメージを修正するステップと、
　を含む方法。
【請求項１２】
　前記物理オブジェクトの物理操作に関連付けられた仮想機能性を受信するステップと、
　前記物理オブジェクトの物理操作に対応する仮想機能を生成するステップと、
　をさらに含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記コンピューティング装置のユーザに関連付けられた通知サーバから前記通信通知を
受信するステップであって、前記通信通知は電子メール通知、カレンダーリマインダー通
知、又はソーシャルネットワーク通知を含む、ステップ、
　をさらに含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記通信通知に関連付けられた参照識別子にアクセスするステップと、
　前記参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化にアクセスするステップと、
　前記物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化を
用いて、前記物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子と連動した仮想オブジェクト
を生成するステップと、
　をさらに含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記仮想オブジェクトの特徴を変更し、又は、前記物理オブジェクトのイメージの中の
参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化に基づいて、前記仮想オブジェクトを別の仮
想オブジェクトで置換するステップ、
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　をさらに含む請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記物理オブジェクトと該物理オブジェクトの物理操作に関連付けられた仮想機能性と
を識別するステップと、
　前記物理オブジェクトの物理操作を識別するステップと、
　前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操作に対応する仮想機能を生成
するステップと、
　をさらに含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操作に対応する仮想ユーザイン
ターフェースを生成するステップ、
　をさらに含む請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操作に応答して、前記コンピュ
ーティング装置の機能をアクティブ化するステップ、
　をさらに含む請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操作に応答して、別の装置を制
御するための仮想機能のコマンドを生成するステップであって、前記別の装置は前記物理
オブジェクトとの通信を有さない、ステップ、
　をさらに含む請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　マシンの１以上のプロセッサにより実行されるときに、前記マシンに、
　物理オブジェクトのイメージを捕捉するステップと、
　前記イメージをネットワークを介してリモートサーバに通信するステップであって、前
記リモートサーバは、前記イメージに関連付けられた仮想オブジェクトデータと前記マシ
ンのユーザのための通信通知とを含む、ステップと、
　前記マシンにおいて前記仮想オブジェクトデータを受信するステップと、
　前記仮想オブジェクトデータを用いて仮想風景の中に仮想イメージを表示するステップ
と、
　前記ユーザにより引き起こされる前記マシンと前記物理オブジェクトとの間の相対的動
きに応答して、前記仮想イメージを修正するステップと、
　を含む動作を実行させる命令を含む非一時的マシン可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願
　本出願は、２０１３年６月３日に申請された米国出願第１３／９０９，０４６号に対す
る優先を主張する国際出願であり、上記米国出願は、その全体を本明細書において参照に
より援用される。
【０００２】
　本明細書に開示される対象事項は、概して、データの処理に関する。詳細には、本開示
は、実際の物理オブジェクト操作に基づいてデータを操作するシステム及び方法に対処す
る。
【背景技術】
【０００３】
　装置を使用して、データと、さらに該装置で捕捉されたイメージとを、生成し、表示す
ることができる。例えば、拡張現実（ＡＲ）は、ライブの、直接的又は間接的な、物理的
な実世界環境のビューであり、この環境の要素は、コンピュータにより生成された感覚入
力、例えば、サウンド、ビデオ、グラフィックス又はＧＰＳデータなどによって拡張され
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る。進化したＡＲテクノロジー（例えば、コンピュータビジョン及びオブジェクト認識を
追加すること）の助けで、ユーザの周囲の実世界に関する情報はインタラクティブになっ
ている。環境及びそのオブジェクトに関する、装置により生成された（例えば、人口の）
情報は、実世界にオーバーレイすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　添付図面の図において、いくつかの実施形態が限定ではなく例として示される。
【図１】いくつかの実施形態例に従う、拡張現実サーバを動作させるのに適したネットワ
ークの一例を例示するブロック図である。
【図２】いくつかの実施形態例に従う、装置のモジュール（例えば、コンポーネント）を
例示するブロック図である。
【図３】いくつかの実施形態例に従う、拡張現実通知モジュールのモジュール（例えば、
コンポーネント）を例示するブロック図である。
【図４】いくつかの実施形態例に従う、物理世界操作モジュールのモジュール（例えば、
コンポーネント）を例示するブロック図である。
【図５】いくつかの実施形態例に従う、サーバのモジュール（例えば、コンポーネント）
を例示するブロック図である。
【図６】いくつかの実施形態例に従う、図１の装置の拡張現実通知モジュールの動作を例
示するラダー図である。
【図７】いくつかの実施形態例に従う、物理世界操作モジュールの動作を例示するラダー
図である。
【図８Ａ】図１の装置の拡張現実通知モジュールの動作の第１の例を例示する図である。
【図８Ｂ】図１の装置の拡張現実通知モジュールの動作の第２の例を例示する図である。
【図８Ｃ】図１の装置の拡張現実通知モジュールの動作の第３の例を例示する図である。
【図９Ａ】図１の装置の物理世界操作モジュールの動作の第１の例を例示する図である。
【図９Ｂ】上記装置の物理世界操作モジュールの動作の第２の例を例示する図である。
【図９Ｃ】図１の装置の物理世界操作モジュールの動作の第３の例を例示する図である。
【図１０】いくつかの実施形態例に従う、図１の装置の文脈的ローカルイメージ認識デー
タセットモジュールの動作の一例を例示するフローチャートである。
【図１１】いくつかの実施形態例に従う、図１の装置の文脈的ローカルイメージ認識デー
タセットモジュールの動作の別の例を例示するフローチャートである。
【図１２】いくつかの実施形態例に従う、マシン可読媒体から命令を読み出し、本明細書
に論じられる方法論のうち任意の１つ以上を実行することができるマシンのコンポーネン
トを例示するブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　方法及びシステムの例は、実世界オブジェクト操作に基づいたデータ操作に向けられて
いる。例は単に、あり得るバリエーションの代表例である。特に明示的に記されない限り
、コンポーネント及び機能は任意的であり、組み合わせられ又は細分化されてもよい。さ
らに、動作は順序が変わってもよく、あるいは組み合わせられ又は細分化されてもよい。
下記の説明において、説明することを目的として、実施形態例の深い理解を提供するため
に、多数の具体的な詳細が明記される。しかしながら、本願対象事項は、こうした具体的
な詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかであろう。
【０００６】
　拡張現実アプリケーションは、例えば、装置のカメラにより捕捉された物理オブジェク
トの画像上にオーバーレイされた３次元仮想オブジェクトの形式などの情報を、ユーザが
体験することを可能にする。物理オブジェクトには、拡張現実アプリケーションが識別す
ることができる視覚的参照を含むことができる。追加情報の視覚化、例えば、物理オブジ
ェクトのイメージにオーバーレイされ又は連動した３次元仮想オブジェクトなどが、装置
のディスプレイに生成される。３次元仮想オブジェクトは、物理オブジェクトについての
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認識された視覚的参照又は捕捉されたイメージに基づいて、選択することができる。３次
元仮想オブジェクトの視覚化のレンダリングは、視覚的参照に対するディスプレイの位置
に基づくことができる。
【０００７】
　実世界オブジェクト操作に基づくデータ操作のためのシステム及び方法が説明される。
装置が、物理オブジェクトのイメージを捕捉する。イメージは、ネットワークを介してリ
モートサーバに通信される。リモートサーバは、イメージに関連付けられた仮想オブジェ
クトデータとコンピューティング装置のユーザのための通信通知とを含む。装置は、仮想
オブジェクトデータを受信し、仮想オブジェクトデータを用いて仮想風景の中に仮想イメ
ージを表示する。ユーザにより引き起こされるコンピューティング装置と物理オブジェク
トとの間の相対的動きに応答して、仮想イメージは修正される。
【０００８】
　別の実施形態において、装置のユーザのための通信通知に関連付けられた仮想オブジェ
クトが、装置のディスプレイに生成される。仮想オブジェクトは、装置のユーザのための
通信通知に関連付けられる。仮想オブジェクトは、装置により捕捉された物理オブジェク
トのイメージと連動する。物理オブジェクトは、通信通知に関連付けられる。仮想オブジ
ェクトの視覚化が、物理オブジェクトに対する装置の位置に基づいてレンダリングされる
。物理オブジェクトが識別される。物理オブジェクトの物理操作に関連付けられた仮想機
能が識別される。物理オブジェクトの操作に対応する仮想機能が生成される。
【０００９】
　一実施形態例において、装置は、拡張現実通知モジュール及び物理世界操作モジュール
を含む。拡張現実通知モジュールは、装置のディスプレイに、装置のユーザのための通信
通知に関連付けられた仮想オブジェクトを生成することができる。仮想オブジェクトは、
装置により捕捉された物理オブジェクトのイメージと連動することができる。物理オブジ
ェクトは、通信通知に関連付けることができる。拡張現実通知モジュールは、物理オブジ
ェクトに対する装置の位置に基づいて、仮想オブジェクトの視覚化をレンダリングする。
物理世界操作モジュールは、物理オブジェクトを識別し、物理オブジェクトの物理操作に
関連付けられた仮想機能にアクセスし、物理オブジェクトの操作に対応する仮想機能を生
成することができる。
【００１０】
　一実施形態例において、装置は、装置のユーザに関連付けられた通知サーバからの通信
通知にアクセスするための通知モジュールを含む。通知サーバは、電子メール通知、カレ
ンダーリマインダー通知、及びソーシャルネットワーク通知を生成することができる。
【００１１】
　一実施形態例において、拡張現実通知モジュールは、参照識別子モジュール、通知視覚
化モジュール、及び仮想オブジェクト生成器を含む。参照識別子モジュールは、通信通知
に関連付けられた参照識別子にアクセスすることができる。通知視覚化モジュールは、参
照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化にアクセスすることができる。仮想オブジェク
ト生成器は、物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子に関連付けられた拡張現実視
覚化を用いて、物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子と連動した仮想オブジェク
トを生成することができる。
【００１２】
　一実施形態例において、通知視覚化モジュールは、仮想オブジェクトの特徴を変更し、
物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化に基づい
て、仮想オブジェクトを別の仮想オブジェクトで置換することができる。
【００１３】
　一実施形態例において、物理世界操作モジュールは、物理オブジェクト識別器、物理オ
ブジェクト操作検出器、及び仮想アクチュエータを含む。物理オブジェクト識別器は、物
理オブジェクトと、物理オブジェクトの物理操作に関連付けられた仮想機能性とを、識別
することができる。物理オブジェクト操作検出器は、物理オブジェクトの物理操作を識別
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することができる。仮想アクチュエータは、物理オブジェクトについての識別された物理
操作に対応する仮想機能を生成することができる。仮想アクチュエータは、物理オブジェ
クトについての識別された物理操作に対応する仮想ユーザインターフェースを生成するこ
とができる。仮想アクチュエータは、物理オブジェクトについての識別された物理操作に
応答して、装置上の機能をアクティブ化することができる。
【００１４】
　仮想アクチュエータは、物理オブジェクトについての識別された物理操作に応答して、
別の装置を制御するための仮想機能のコマンドを生成することができる。この別の装置は
、物理オブジェクトとの通信を有さなくてもよい。物理オブジェクトの物理操作は、物理
オブジェクトを移動させ又は回転させることを含むことができる。
【００１５】
　別の実施形態例において、非一時的マシン可読記憶装置が、少なくとも１つのプロセッ
サにより実行されるときに本開示内に論じられる方法動作を該少なくとも１つのプロセッ
サに実行させる命令セットを記憶することができる。
【００１６】
　図１は、いくつかの実施形態例に従う、装置の拡張現実アプリケーションを動作させる
のに適したネットワーク環境１００を例示しているネットワーク図である。ネットワーク
環境１００は装置１０１とサーバ１１０とを含み、これらはネットワーク１０８を介して
互いに通信可能に結合される。装置１０１及びサーバ１１０は各々、図１２に関連して下
記に説明されるとおり、全体として又は部分的に、コンピュータシステムにおいて実施す
ることができる。
【００１７】
　サーバ１１０は、ネットワークベースシステムの一部とすることができる。例えば、ネ
ットワークベースシステムは、３次元モデルなどの追加情報を装置１０１に提供するクラ
ウドベースのサーバシステムであってもよく、あるいはこれを含んでもよい。
【００１８】
　図１は、装置１０１を使用しているユーザ１０２を例示している。ユーザ１０２は、人
間ユーザ（例えば、人間）、マシンユーザ（例えば、装置１０１と相互作用するようにソ
フトウェアプログラムによって構成されたコンピュータ）、又はこれらのうち任意の適切
な組み合わせ（例えば、マシンにより支援された人間、又は人間により監督されたマシン
）であり得る。ユーザ１０２は、ネットワーク環境１００の一部ではないが、装置１０１
に関連付けられ、装置１０１のユーザ１０２であり得る。例えば、装置１０１は、デスク
トップコンピュータ、車載コンピュータ、タブレットコンピュータ、ナビゲーション装置
、ポータブルメディア装置、ユーザのスマートフォン、又はユーザウェアラブルコンピュ
ーティング装置（例えば、腕時計又はメガネ）であり得る。
【００１９】
　ユーザ１０２は、装置１０１の中のアプリケーションのユーザであってもよい。アプリ
ケーションには、２次元物理オブジェクト１０４（例えば、画像）又は３次元物理オブジ
ェクト１０６（例えば、彫像）などの物理オブジェクトによってトリガされる体験をユー
ザ１０２に提供するように構成された拡張現実アプリケーションを含むことができる。例
えば、ユーザ１０２は、２次元物理オブジェクト１０４のイメージを捕捉するように装置
１０１のカメラを向けることができる。イメージは、装置１０１の拡張現実アプリケーシ
ョンのローカルコンテキスト認識データセットモジュールを用いて、装置１０１の中でロ
ーカルに認識される。それから、拡張現実アプリケーションは、認識されたイメージの識
別に応答して、イメージに対応する追加情報（例えば、３次元モデル）を生成し、この追
加情報を装置１０１のディスプレイに提示する。捕捉されたイメージが装置１０１におい
てローカルに認識されない場合、装置１０１は、ネットワーク１０８を通じてサーバ１１
０のデータベースから、捕捉されたイメージに対応する追加情報（例えば、３次元モデル
）をダウンロードする。
【００２０】
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　装置１０１は、使用法とユーザ１０２がどのように物理オブジェクトと相互作用するか
とに関するさらなる解析のために、分析的データを捕捉し、サーバ１１０にサブミットす
ることができる。例えば、分析的データは、ユーザ１０２が物理又は仮想オブジェクト上
のどの場所（例えば、ポイント又は特徴）を見ているか、ユーザ１０２が物理又は仮想オ
ブジェクト上の各場所をどれほど長く見ているか、ユーザ１０２が物理又は仮想オブジェ
クトを見ているときに装置１０１をどのように保持しているか、ユーザ１０２が仮想オブ
ジェクトのどの特徴と相互作用したか（例えば、ユーザ１０２が仮想オブジェクトの中の
リンク上でタップしたかなど）、及びこれらのうち任意の適切な組み合わせを追跡するこ
とができる。装置１０１は、分析的データに関連した視覚化コンテンツデータセットを受
信する。それから、装置１０１は、視覚化コンテンツデータセットに基づいて、追加的特
徴若しくは視覚化特徴を用いた仮想オブジェクト、又は新しい体験を生成する。
【００２１】
　図１に図示されているマシン、データベース又は装置のうち任意のものを、該マシン、
データベース又は装置として本明細書に説明される機能のうち１つ以上を実行するための
特別目的コンピュータであるようにソフトウェアによって修正された（例えば、構成され
、又はプログラムされた）汎用目的コンピュータにおいて実施することができる。例えば
、本明細書に説明される方法論のうち任意の１つ以上を実施することができるコンピュー
タシステムが、図１２に関連して下記に論じられる。本明細書において、「データベース
」はデータ記憶リソースであり、テキストファイル、テーブル、スプレッドシート、関係
データベース（例えば、オブジェクト関係データベース）、トリプルストア（triple　st
ore）、階層データストア、又はこれらのうち任意の適切な組み合わせとして構造化され
たデータを記憶することができる。さらに、図１に例示されたマシン、データベース又は
装置のうち任意の２つ以上が単一のマシンへと組み合わせられてもよく、任意の単一のマ
シン、データベース又は装置として本明細書に説明される機能が、複数のマシン、データ
ベース又は装置にわたって細分化されてもよい。
【００２２】
　ネットワーク１０８は、マシン（例えば、サーバ１１０）、データベース、及び装置（
例えば、装置１０１）の間における又はこれらにわたる通信を可能にする任意のネットワ
ークとすることができる。したがって、ネットワーク１０８は、有線ネットワーク、ワイ
ヤレスネットワーク（例えば、モバイル又はセルラーネットワーク）、又はこれらのうち
任意の適切な組み合わせとすることができる。ネットワーク１０８は、プライベートネッ
トワーク、パブリックネットワーク（例えば、インターネット）、又はこれらのうち任意
の適切な組み合わせを構成する１つ以上の部分を含むことができる。
【００２３】
　図２は、いくつかの実施形態例に従う、装置１０１のモジュール（例えば、コンポーネ
ント）を例示しているブロック図である。装置１０１は、センサ２０２と、ディスプレイ
２０４と、プロセッサ２０６と、記憶装置２１６とを含むことができる。例えば、装置１
０１は、デスクトップコンピュータ、車載コンピュータ、タブレットコンピュータ、ナビ
ゲーション装置、ポータブルメディア装置、又はユーザのスマートフォンであり得る。ユ
ーザ１０２は、人間ユーザ（例えば、人間）、マシンユーザ（例えば、装置１０１と相互
作用するようにソフトウェアプログラムによって構成されたコンピュータ）、又はこれら
のうち任意の適切な組み合わせ（例えば、マシンにより支援された人間、又は人間により
監督されたマシン）であり得る。
【００２４】
　センサ２０２には、例えば、近接センサ、光学センサ（例えば、カメラ）、向きセンサ
（例えば、ジャイロスコープ）、オーディオセンサ（例えば、マイクロフォン）、又はこ
れらのうち任意の適切な組み合わせを含むことができる。例えば、センサ２０２には、装
置１０１の背面（rear　facing）カメラ及び前面（front　facing）カメラを含むことが
できる。本明細書に説明されるセンサは例示目的のものであり、ゆえにセンサ２０２は上
記の説明されたものに限定されないことが留意される。
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【００２５】
　ディスプレイ２０４には、例えば、タッチスクリーンディスプレイを含むことができ、
このタッチスクリーンディスプレイは、該タッチスクリーンディスプレイ上での接触を介
してユーザ入力を受信するように構成される。一例において、ディスプレイ２０４には、
プロセッサ２０６により生成されたイメージを表示するように構成されたスクリーン又は
モニタを含むことができる。別の例において、ディスプレイ２０４は、ユーザがディスプ
レイ２０４を透かして見ることができるように、透過的又は半不透明（semi-opaque）で
あってもよい。
【００２６】
　プロセッサ２０６には、通知モジュール２１０と拡張現実アプリケーション２１２とを
含むことができる。通知モジュール２１０は、装置１０１のユーザに関連付けられた通知
サーバからの通信通知にアクセスすることができる。例えば、通知サーバには、電子メー
ル通知、アポイントメントリマインダー、及びタスクリマインダーを生成するように構成
された電子メールサーバを含むことができる。通知サーバは、装置１０１のユーザに関連
したソーシャルネットワーク情報更新の通知を生成するように構成されたソーシャルネッ
トワークサーバを含んでもよい。
【００２７】
　拡張現実アプリケーション２１２は、装置１０１のディスプレイ２０４に、装置１０１
のカメラにより捕捉された物理オブジェクトのイメージの上にオーバーレイされた（例え
ば、スーパーインポーズされ、あるいはその他の方法で連携して表示された）３次元仮想
オブジェクトの視覚化（visualization）を生成することができる。３次元仮想オブジェ
クトの視覚化は、装置１０１のカメラに対する物理オブジェクトの位置（例えば、物理オ
ブジェクトの物理的な場所、向き、又は双方）を調整することによって操作することがで
きる。同様に、３次元仮想オブジェクトの視覚化は、物理オブジェクトに対する装置１０
１のカメラの位置を調整することによって操作することができる。
【００２８】
　一実施形態において、拡張現実アプリケーション２１２は、捕捉されたイメージに関連
付けられた仮想オブジェクト（例えば、捕捉されたイメージに対応する仮想オブジェクト
）の３次元モデルを取り出す。例えば、捕捉されたイメージには視覚的参照（visual　re
ference）（マーカーとも呼ばれる）を含むことができ、視覚的参照には、識別可能なイ
メージ、シンボル、文字、数字、マシン可読コードが含まれる。例えば、視覚的参照には
、バーコード、クイックレスポンス（ＱＲ）コード、又は３次元仮想オブジェクトに事前
に関連付けられているイメージ（例えば、３次元仮想オブジェクトに対応する事前に決定
されているイメージ）を含むことができる。
【００２９】
　一実施形態において、拡張現実アプリケーション２１２には、拡張現実通知モジュール
２１４と物理世界操作モジュール２１６とが含まれる。拡張現実通知モジュール２１４は
、装置１０１のディスプレイ２０４の中に、装置１０１のユーザのための通信通知（例え
ば、医者を呼ぶためのリマインダー）に関連付けられた仮想オブジェクト（例えば、黄色
のリマインダーの付箋）を生成する。例えば、仮想オブジェクト（例えば、黄色のリマイ
ンダーの付箋）は、装置１０１により捕捉された物理オブジェクト（例えば、物理的な電
話機）のイメージと連動する（engaged）（例えば、物理的な電話機の上に浮かぶ）こと
ができる。具体的に、物理オブジェクト（例えば、物理的な電話機）は、通信通知（例え
ば、リマインダー又はボイスメール）に関連付けることができる。それから、拡張現実通
知モジュール２１４は、物理オブジェクト（例えば、物理的な電話機）に対する装置１０
１の位置に基づいて、仮想オブジェクトの視覚化（例えば、ボイスメールシンボル）をレ
ンダリングする（renders）。拡張現実通知モジュール２１４は、図３に関連して下記で
より詳細に説明される。
【００３０】
　一実施形態において、物理世界操作モジュール２１６は、物理オブジェクト（例えば、
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物理的な電話機）を識別し、物理オブジェクトの物理操作（例えば、物理的な電話機のハ
ンドセットを持ち上げる）に関連付けられた仮想機能にアクセスし（例えば、付近のテレ
ビジョンのボリュームを大きくし、あるいは小さくする）、物理オブジェクトの物理操作
に対応する仮想機能を生成することができる。物理世界操作モジュール２１６は、図４に
関連して下記により詳細に説明される。
【００３１】
　別の実施形態において、装置１０１には文脈的（contextual）ローカルイメージ認識モ
ジュール（図示せず）が含まれ、この文脈的ローカルイメージ認識モジュールは、捕捉さ
れたイメージが装置１０１上のイメージ及び対応する追加情報（例えば、３次元モデル及
びインタラクティブな特徴）のローカルデータベースにローカルに記憶されたイメージに
マッチするかを決定するように構成される。一実施形態において、文脈的ローカルイメー
ジ認識モジュールは、サーバ１１０から主要（primary）コンテンツデータセットを取り
出し、装置１０１で捕捉されたイメージに基づいて文脈的コンテンツデータセットを生成
し、更新する。
【００３２】
　記憶装置２０８は、視覚的参照（例えば、イメージ）と対応する体験（例えば、３次元
仮想オブジェクト、３次元仮想オブジェクトのインタラクティブな特徴）とのデータベー
スを記憶するように構成することができる。例えば、視覚的参照には、マシン可読コード
又は事前に識別されたイメージ（例えば、靴の画像）を含むことができる。事前に識別さ
れた靴の画像は、靴の画像に対して装置１０１の位置を操作することによって種々のアン
グルから見ることができる靴の３次元仮想モデルに対応させることができる。３次元の仮
想の靴の特徴には、靴の３次元の仮想モデル上の選択可能アイコンを含むことができる。
アイコンは、装置１０１上でタップし又は移動させることによって、選択し、あるいはア
クティブ化することができる。
【００３３】
　一実施形態において、記憶装置２０８には、主要コンテンツデータセットと、文脈的コ
ンテンツデータセットと、視覚化コンテンツデータセットとが含まれる。主要コンテンツ
データセットには、例えば、第１のイメージセット及び対応する体験（例えば、３次元仮
想オブジェクトモデルとの相互作用）が含まれる。例えば、イメージは、１つ以上の仮想
オブジェクトモデルに関連付けることができる。主要コンテンツデータセットは、サーバ
１１０により決定される最も人気のイメージ又はコアのイメージセットを含むことができ
る。コアのイメージセットには、サーバ１１０により識別された限られた数のイメージを
含むことができる。例えば、コアのイメージセットには、１０冊の最も人気の雑誌のカバ
ーを描いたイメージ及びその対応する体験（例えば、１０冊の最も人気のある雑誌を表す
仮想オブジェクト）を含んでもよい。別の例において、サーバ１１０は、サーバ１１０で
受信した最も人気のイメージ又はしばしばスキャンされるイメージに基づいて、第１のイ
メージセットを生成してもよい。こうして、主要コンテンツデータセットは、装置１０１
の拡張現実アプリケーション２１２によってスキャンされるオブジェクト又はイメージに
は依存しない。
【００３４】
　文脈的コンテンツデータセットには、例えば、サーバ１１０から取り出された第２のイ
メージセット及び対応する体験（例えば、３次元仮想オブジェクトモデル）が含まれる。
例えば、主要コンテンツデータセットの中で（例えば、サーバ１１０によって）認識され
ていない、装置１０１で捕捉されたイメージが、サーバ１１０に認識のためにサブミット
される。捕捉されたイメージがサーバ１１０によって認識された場合、対応する体験が、
装置１０１においてダウンロードされ、文脈的コンテンツデータセットに記憶されること
ができる。こうして、文脈的コンテンツデータセットは、装置１０１が使用されているコ
ンテキストに依拠する。このようなものとして、文脈的コンテンツデータセットは、装置
１０１の拡張現実アプリケーション２１２によってスキャンされたオブジェクト又はイメ
ージに依存する。
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【００３５】
　一実施形態において、装置１０１は、ネットワーク１０８を通じてサーバ１１０と通信
して、視覚的参照と対応する３次元仮想オブジェクトと該３次元仮想オブジェクトの対応
するインタラクティブな特徴とのデータベースの一部を取り出すことができる。ネットワ
ーク１０８は、マシン、データベース、及び装置（例えば、装置１０１）の間における又
はこれらにわたる通信を可能にする任意のネットワークとすることができる。したがって
、ネットワーク１０８は、有線ネットワーク、ワイヤレスネットワーク（例えば、モバイ
ル又はセルラーネットワーク）、又はこれらのうち任意の適切な組み合わせとすることが
できる。ネットワーク１０８は、プライベートネットワーク、パブリックネットワーク（
例えば、インターネット）、又はこれらのうち任意の適切な組み合わせを構成する１つ以
上の部分を含むことができる。
【００３６】
　本明細書に説明されているモジュールうち任意の１つ以上を、ハードウェア（例えば、
マシンのプロセッサ）、又はハードウェアとソフトウェアとの組み合わせを用いて実施す
ることができる。例えば、本明細書に説明されている任意のモジュールが、該モジュール
として本明細書に説明される動作を実行するようにプロセッサを構成することができる。
さらに、上記モジュールのうち任意の２つ以上が単一のモジュールへと組み合わせられて
もよく、単一のモジュールとして本明細書に説明されている機能が複数のモジュールに細
分化されてもよい。さらに、様々な実施形態例に従い、単一のマシン、データベース、又
は装置内で実施されるものとして本明細書に説明されるモジュールが、複数のマシン、デ
ータベース、又は装置にわたって分散されてもよい。
【００３７】
　図３は、いくつかの実施形態例に従う、図２の拡張現実通知モジュール２１４のモジュ
ール（例えば、コンポーネント）を例示しているブロック図である。拡張現実通知モジュ
ール２１４は、参照識別子モジュール３０４と、通知視覚化モジュール３０２と、仮想オ
ブジェクト生成器３０６とを含むことができる。参照識別子モジュール３０４は、通信通
知に関連付けられた参照識別子にアクセスすることができる。例えば、参照識別子は、電
子メール通知に関連付けられた黒い物理的なレタートレイの画像とすることができる。通
知視覚化モジュール３０２は、参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化にアクセスす
ることができる。例えば、拡張現実視覚化には、黒い物理的なレタートレイに関連付けら
れた光る（flashing）電子メールアイコン、又は白い物理的なレタートレイに関連付けら
れたレターの仮想の積み重ねを含むことができる。別の例において、黒い物理的なレター
トレイが特定の電子メールアカウントからの電子メールに関連付けられてもよく、白い物
理的なレタートレイが別の電子メールアカウント又はソーシャルネットワークサービスア
カウントに関連付けられてもよい。
【００３８】
　仮想オブジェクト生成器３０６は、物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子に関
連付けられた拡張現実視覚化を用いて、物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子と
連動した仮想オブジェクトを生成することができる。例えば、新しい電子メール通知を受
信すると、仮想オブジェクト生成器３０６は、装置１０１のディスプレイ２０４において
、捕捉された物理的なレタートレイの画像の上に、仮想の光る電子メールアイコンを生成
する。
【００３９】
　別の実施形態において、通知視覚化モジュール３０２が、仮想オブジェクトの特徴を変
更してもよい。例えば、電子メールアイコンは、新しい電子メール通知に基づいて、異な
る色へ変わることができる。例えば、緊急又は重要とマーク付けされた新しい電子メール
が、仮想オブジェクト生成器３０６に、装置１０１のディスプレイ２０４の中の物理的な
レタートレイのイメージの上に、光る赤い電子メールアイコンを生成させることができる
。別の例において、ソーシャルネットワークサービスを表すアイコンが、新しいソーシャ
ルネットワーク活動通知に基づいて表示されてもよい。例えば、フレンドからの更新を有
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するソーシャルネットワーク通知が、仮想オブジェクト生成器３０６に、装置１０１のデ
ィスプレイ２０４の中の物理的なレタートレイのイメージの上に、フレンドの画像を有す
るソーシャルネットワークサービスを表すアイコンを生成させることができる。
【００４０】
　別の実施形態において、通知視覚化モジュール３０２が、物理オブジェクトのイメージ
の中の参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化に基づいて、仮想オブジェクトを別の
仮想オブジェクトで置換してもよい（仮想オブジェクト除去し、別の仮想オブジェクトを
追加する）。
【００４１】
　図４は、いくつかの実施形態例に従う、図２の物理世界操作モジュール２１６のモジュ
ール（例えば、コンポーネント）を例示しているブロック図である。物理世界操作モジュ
ール２１６は、物理オブジェクト識別器４０２と、物理オブジェクト操作検出器４０４と
、仮想アクチュエータ（actuator）４０６とを含む。
【００４２】
　物理オブジェクト識別器４０２は、物理オブジェクトと該物理オブジェクトの物理操作
に関連付けられた仮想機能性とを識別することができる。例えば、壁の物理的なノブは、
実際の物理世界において他のいかなる装置とも一体の機能性を有さないことがある。換言
すると、このノブは回転することだけでき、他のいかなる装置にも電気的に接続されてい
ない。ゆえに、ノブの回転は、物理世界において他のいかなる装置にも影響しない。その
ようなものとして、物理オブジェクト識別器４０２は、ノブの物理操作に基づいて、ノブ
と関連する仮想機能性とを識別することができる。換言すると、ノブとその付近のテレビ
ジョンセットとがいかなる物理的又は電気的関係も有さないとしても、ノブを時計回りに
回転させることで、付近のテレビジョンセットのボリュームを大きくする機能をトリガす
ることができる。同様に、ノブを反時計回りに回転させることで、付近のテレビジョンセ
ットのボリュームを小さくする機能をトリガすることができる。このようなものとして、
仮想機能性は、物理世界の中の任意の物理オブジェクトに割り当てることができる。別の
例において、ライトがリモートコントロール（リモコン）に電気的に接続されておらず、
あるいはリモコンと通信していないとしても、物理操作には、リモコンを面を上にしてテ
ーブルに置くことで、付近のテレビジョンセットをオンにし、さらに同じ部屋の中のライ
トを弱めるという関連する仮想機能性を備えることを含むことができる。同様に、ライト
がリモコンに電気的に接続されておらず、あるいはリモコンと通信していないとしても、
物理操作には、リモコンを面を下にしてテーブルに置くことで、付近のテレビジョンセッ
トをオフにし、さらに同じ部屋の中のライトを強めるという関連する機能性を備えること
を含むことができる。
【００４３】
　物理オブジェクト操作検出器４０４は、物理オブジェクトの物理操作を識別することが
できる。例えば、物理オブジェクト操作検出器４０４は、ある表面上でリモコンが面を上
にして置かれているか面を下にして置かれているかを識別することができる。別の例にお
いて、物理オブジェクト操作検出器４０４が、ダイアル若しくはノブの回転又はスイッチ
の位置を識別してもよい。別の例において、物理オブジェクト操作検出器４０４が、ドア
が閉じられているか又は開いているかを決定してもよい。
【００４４】
　仮想アクチュエータ４０６は、物理オブジェクトの識別された物理操作に対応する仮想
機能を生成することができる。一実施形態において、仮想アクチュエータ４０６は、物理
オブジェクトの識別された物理操作に対応する仮想ユーザインターフェースを生成する。
例えば、スイッチがｏｎ位置に移動することで、スイッチの上に表示されるべき特定の仮
想ユーザインターフェースを生成することができる。別の例において、箱のふたが開けら
れて、箱の内側に表示される仮想ユーザインターフェースが生成されてもよい。
【００４５】
　仮想アクチュエータ４０６は、物理オブジェクトの識別された物理操作に応答して、別
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の装置を制御するための仮想機能のコマンドを生成することができる。一実施形態におい
て、別の装置は、物理オブジェクトと関係を有さず、物理オブジェクトに電気的に接続さ
れていない。
【００４６】
　別の例において、仮想アクチュエータ４０６が、電話を邪魔しないモード（do　not　d
isturb　mode）に設定したり、物理オブジェクトに関連付けられた予め定義された受信者
に電子メール又はテキストを送ったりするなどの、コマンドを生成してもよい。
【００４７】
　図５は、いくつかの実施形態例に従う、サーバ１１０のモジュール（例えば、コンポー
ネント）を例示しているブロック図である。サーバ１１０には、コンテンツ生成器５０２
と、物理オブジェクト検出器５０４と、物理オブジェクト機能モジュール５０５と、デー
タベース５０６とが含まれる。
【００４８】
　コンテンツ生成器５０２は、物理オブジェクトに対する装置１０１の位置に基づいて、
装置１０１のディスプレイ２０４にレンダリングされるべき仮想オブジェクトのモデルを
生成することができる。物理オブジェクト検出器５０４は、装置１０１により捕捉された
イメージから、物理オブジェクトの物理的動きを識別する。物理オブジェクト機能モジュ
ール５０５は、物理的動きに関連付けられた仮想機能性を決定する。
【００４９】
　データベース５０６は、コンテンツデータセット５０８と、仮想コンテンツデータセッ
ト５１０と、仮想機能データセット５１２とを記憶することができる。コンテンツデータ
セット５０８は、主要コンテンツデータセット及び文脈的コンテンツデータセットを記憶
することができる。主要コンテンツデータセットは、第１のイメージセットと対応する仮
想オブジェクトモデルとを含む。コンテンツ生成器５０２は、装置１０１から受信した捕
捉されたイメージがコンテンツデータセット５０８において認識されないと決定し、装置
１０１のための文脈的コンテンツデータセットを生成する。文脈的コンテンツデータセッ
トには、第２のイメージセットと対応する仮想オブジェクトモデルとを含むことができる
。仮想コンテンツデータセット５１０には、対応する物理オブジェクトのイメージに関連
付けられた通知の受信に応答して生成されるべき仮想オブジェクトのモデルが含まれる。
仮想機能データセット５１２には、物理オブジェクトの対応する物理操作に関連付けられ
た仮想機能性が含まれる。
【００５０】
　図６は、いくつかの実施形態例に従う、装置１０１の拡張現実通知モジュール２１４の
動作を例示しているラダー図である。動作６０２において、装置１０１は、参照識別子の
セットをダウンロードする。動作６０４において、装置１０１は、物理オブジェクトのイ
メージを捕捉する。動作６０６において、装置は、物理オブジェクトの捕捉されたイメー
ジの中の参照識別子を識別する。動作６０８において、メールサーバ６０２が、新しいメ
ール通知を装置１０１に送る。動作６１０において、装置１０１は、メールサーバ６０１
からの新しいメール通知に応答して、捕捉されたイメージの中の参照識別子に関連付けら
れた仮想オブジェクトを生成する。
【００５１】
　図７は、いくつかの実施形態例に従う、装置１０１の物理世界操作モジュール２１６の
動作を例示しているラダー図である。動作７０２において、装置１０１を使用して、物理
オブジェクトのイメージが捕捉される。動作７０４において、装置１０１は、物理オブジ
ェクトのイメージをサーバ１１０に送る。動作７０６において、サーバ１１０は、装置１
０１が送ったイメージから、物理オブジェクトを識別し、認識する。換言すると、サーバ
１１０は、識別された物理オブジェクトを有する物理オブジェクトのイメージと、図５の
データベース５０６に記憶された仮想機能性とを比較する。動作７０８において、サーバ
１１０は、物理オブジェクトの仮想機能を決定する。動作７１０において、サーバ１１０
は、物理オブジェクトの仮想機能性を装置１０１に送る。動作７１２において、装置１０
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１は、物理オブジェクトについての操作を検出し、別の装置７０１に対しての対応する仮
想機能性を生成する。一実施形態において、装置１０１により検出される物理オブジェク
トは、別の装置７０１に電気的に結合されていない。
【００５２】
　図８Ａは、装置１０１の拡張現実通知モジュール２１４の動作の第１の例を例示してい
る図である。装置１０１は、そのリアカメラ８０２を用いて、物理的なレタートレイ８０
４のイメージを捕捉する。装置１０１は、メールサーバ８１０から、新しい電子メールの
通知を受信する。新しい電子メールの通知に応答して、装置１０１は、ディスプレイ８０
３の中のレタートレイ８０８のイメージの上に、メール８０６の仮想の積み重ねを生成す
る。
【００５３】
　図８Ｂは、装置１０１の拡張現実通知モジュール２１４の動作の第２の例を例示してい
る図である。装置１０１は、そのリアカメラ８０２を用いて、植木鉢８１２のイメージを
捕捉する。装置１０１は、カレンダーサーバ８１４から、植木鉢８１２に水をやるリマイ
ンダーの通知を受信する。リマインダーの通知に応答して、装置１０１は、ディスプレイ
８０３に、植木鉢の画像８１６を生成し、植木鉢の画像８１６を黄色８１８で色付けする
。
【００５４】
　図８Ｃは、装置１０１の拡張現実通知モジュール２１４の動作の第３の例を例示してい
る図である。装置１０１は、そのリアカメラ８０２を用いて、カレンダー８２０のイメー
ジを捕捉する。装置１０１は、カレンダーサーバ８１４から、休日の通知を受信する。休
日の通知に応答して、装置１０１は、ディスプレイ８０３において、カレンダー８２２の
画像のディスプレイ８０３に、休日の日付を色８２４で埋められたカレンダー８２２の画
像を生成する。
【００５５】
　図９Ａは、装置１０１の物理世界操作モジュール２１６の動作の第１の例を例示してい
る図である。装置１０１は、そのリアカメラ９０２を用いて、ディスプレイ９０３におけ
る表示のために、ノブ９０４のイメージ９０５を捕捉する。装置１０１は、ノブ９０４の
物理操作に関連付けられた仮想機能性を取り出す。例えば、ノブ９０４の仮想機能性には
、ボリューム制御機能９０６を含むことができる。
【００５６】
　図９Ｂは、装置１０１の物理世界操作モジュール２１６の動作の第２の例を例示してい
る図である。装置１０１は、ノブ９０４が時計回りに回すように物理的に操作されると検
出する。装置１０１は、ノブ９０４に割り当てられている付近のステレオのボリュームを
大きくする仮想機能９０８を生成する。
【００５７】
　図９Ｃは、装置１０１の物理世界操作モジュール２１６の動作の第３の例を例示してい
る図である。装置１０１は、ノブ９０４が反時計回りに回すように物理的に操作されると
検出する。装置１０１は、ノブ９０４に割り当てられている付近のステレオのボリューム
を小さくする仮想機能９１０を生成する。
【００５８】
　図１０は、いくつかの実施形態例に従う、装置の文脈的ローカルイメージ認識データセ
ットモジュールの動作の一例を例示しているフローチャートである。動作１００２におい
て、装置１０１は、物理オブジェクトを識別する。動作１００４において、装置１０１は
、物理オブジェクトに関連付けられた通信通知を受信する。動作１００６において、装置
１０１は、通信通知に関連付けられた仮想オブジェクトを生成する。動作１００８におい
て、装置１０１は、物理オブジェクトに対する装置１０１の位置に基づいて、仮想オブジ
ェクトの視覚化をレンダリングする。
【００５９】
　図１１は、いくつかの実施形態例に従う、装置の文脈的ローカルイメージ認識データセ
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ットモジュールの動作の別の例を例示しているフローチャートである。動作１１０２にお
いて、装置１０１は、物理オブジェクトを識別する。動作１１０４において、装置１０１
は、物理オブジェクトの物理操作に関連付けられた仮想機能にアクセスする。動作１１０
６において、装置１０１は、物理オブジェクトの物理操作を検出する。動作１１０８にお
いて、装置１０１は、物理オブジェクトの物理操作に対応する仮想機能を生成する。
【００６０】
　モジュール、コンポーネント及びロジック
　特定の実施形態が、ロジック、又は複数のコンポーネント、モジュール若しくはメカニ
ズムを含むものとして説明されている。モジュールは、ソフトウェアモジュール（例えば
、マシン可読媒体上に、又は送信信号内に具現化されたコード）又はハードウェアモジュ
ールのいずれかを構成することができる。ハードウェアモジュールは、特定の動作を実行
することができる有形ユニットであり、特定の方式で構成され又は配置されることができ
る。複数の実施形態例において、１つ以上のコンピュータシステム（例えば、スタンドア
ロンコンピュータシステム、クライアントコンピュータシステム、又はサーバコンピュー
タシステム）、又はコンピュータシステムの１つ以上のハードウェアモジュール（例えば
、プロセッサ、又はプロセッサのグループ）が、ソフトウェア（例えば、アプリケーショ
ン、又はアプリケーションの一部）によって、本明細書に説明された特定の動作を実行す
るように動作するハードウェアモジュールとして構成されることができる。
【００６１】
　様々な実施形態において、ハードウェアモジュールは、機械的に又は電子的に実施する
ことができる。例えば、ハードウェアモジュールは、特定の動作を実行するように（例え
ば、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）又は特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）などの特別目的プロセッサとして）永続的に構成された専用回路又はロジックを
含むことができる。さらに、ハードウェアモジュールは、特定の動作を実行するようにソ
フトウェアよって一時的に構成された（例えば、汎用目的プロセッサ又は他のプログラマ
ブルプロセッサ内に包含された）プログラマブルロジック又は回路を含むことができる。
ハードウェアモジュールを、機械的に、専用の永続的に構成された回路において、又は一
時的に構成された回路（例えば、ソフトウェアによって構成される）において実施すると
の判断が、コスト及び時間を考慮することによって推進され得ることが十分理解されるで
あろう。
【００６２】
　したがって、用語「ハードウェアモジュール」は、有形エンティティを包含するものと
理解されるべきであり、この有形エンティティは、特定の方式で動作し及び／又は本明細
書に説明された特定の動作を実行するように、物理的に構築され、永続的に構成され（例
えば、ハードワイヤード）、又は一時的に構成され（例えば、プログラムされ）たエンテ
ィティである。ハードウェアモジュールが一時的に構成される（例えば、プログラムされ
る）実施形態を考えると、ハードウェアモジュールの各々は、時間におけるいずれの段階
（instance）においても構成され又はインスタンス化される必要がない。例えば、複数の
ハードウェアモジュールが、ソフトウェアを用いて構成された汎用目的プロセッサを含む
場合、この汎用目的プロセッサは、異なる時間において、それぞれ異なるハードウェアモ
ジュールとして構成されることができる。したがって、ソフトウェアは、例えば、時間の
ある段階において特定のハードウェアモジュールを構成し、時間の異なる段階において異
なるハードウェアモジュールを構成するように、プロセッサを構成することができる。
【００６３】
　ハードウェアモジュールは、他のハードウェアモジュールに情報を提供し、他のハード
ウェアモジュールから情報を受信することができる。したがって、説明されているハード
ウェアモジュールは、通信可能に結合されたものとみなすことができる。こうしたハード
ウェアモジュールのうち複数が同時に存在する場合、通信は、ハードウェアモジュールを
接続する信号送信を通して（例えば、適切な回路及びバスを通じて）達成することができ
る。複数のハードウェアモジュールが異なる時間において構成され又はインスタンス化さ
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れる実施形態において、こうしたハードウェアモジュール間の通信は、例えば、複数のハ
ードウェアモジュールがアクセスを有するメモリ構造においての情報の記憶及び取り出し
を通して達成することができる。例えば、あるハードウェアモジュールが動作を実行し、
該動作の出力を、このハードウェアモジュールに通信可能に結合されたメモリ装置に記憶
することができる。それから、より後の時間において、さらなるハードウェアモジュール
が上記メモリ装置にアクセスして、上記の記憶された出力を取り出し、処理することがで
きる。ハードウェアモジュールは、入力又は出力装置との通信をさらに開始してもよく、
リソース（例えば、情報の集合）に対して動作することができる。
【００６４】
　本明細書に説明された方法例の様々な動作は、関連する動作を実行するように一時的に
（例えばソフトウェアによって）構成され又は永続的に構成された１つ以上のプロセッサ
によって、少なくとも部分的に実行することができる。上記のプロセッサは、一時的に構
成されても永続的に構成されても、１つ以上の動作又は機能を実行するように動作する、
プロセッサにより実施される（processor-implemented）モジュールを構成することがで
きる。本明細書において言及されるモジュールは、いくつかの実施形態例において、プロ
セッサにより実施されるモジュールを含むことができる。
【００６５】
　同様に、本明細書に説明された方法は、少なくとも部分的に、プロセッサにより実施さ
れることができる。例えば、方法の動作の少なくともいくつかを、１つ以上のプロセッサ
又はプロセッサにより実施されるモジュールによって実行することができる。動作のうち
特定のものの実行は１つ以上のプロセッサ間で分散させることができ、単一のマシン内に
存在してもよいだけでなく、複数のマシンにわたってデプロイされ（deployed）てもよい
。いくつかの実施形態例において、１つ又は複数のプロセッサが単一の場所に（例えば、
家庭環境内に、オフィス環境内に、又はサーバファームとして）位置することができ、他
の実施形態において、プロセッサは複数の場所にわたって分散されてもよい。
【００６６】
　１つ以上のプロセッサは、さらに、「クラウドコンピューティング」環境において、又
は「サービスとしてのソフトウェア」（ＳａａＳ）として、関連する動作の実行をサポー
トするように動作することができる。例えば、動作のうち少なくともいくつかが、（プロ
セッサを含むマシンの例として）コンピュータのグループによって実行されてもよく、こ
れら動作は、ネットワークを介して、及び１つ以上の適切なインターフェース（例えば、
ＡＰＩ）を介してアクセス可能である。
【００６７】
　電子的な装置及びシステム
　実施形態例は、デジタル電子回路において、若しくはコンピュータハードウェア、ファ
ームウェア、ソフトウェアにおいて、又はこれらの組み合わせにおいて実施することがで
きる。実施形態例は、コンピュータプログラムプロダクトを用いて実施されてもよい。コ
ンピュータプログラムプロダクトは、例えば、情報担体の中に有形に具現化されたコンピ
ュータプログラムである。情報担体は、例えば、データ処理装置による実行のため又はデ
ータ処理装置の動作を制御するためのマシン可読媒体である。データ処理装置は、例えば
、プログラマブルプロセッサ、コンピュータ、又は複数のコンピュータである。
【００６８】
　コンピュータプログラムは、コンパイラ型言語又はインタプリタ型言語を含む任意の形
式のプログラミング言語において書くことができ、スタントアロンプログラムとして又は
モジュール、サブルーチン、若しくはコンピューティング環境での使用に適した他のユニ
ットとしてを含む任意の形式においてデプロイすることができる。コンピュータプログラ
ムは、１つのサイトにおける１つのコンピュータ上又は複数のコンピュータ上で実行され
るようにデプロイされてもよく、あるいは、複数のサイトにわたって分散され、通信ネッ
トワークによって相互接続されてもよい。
【００６９】
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　実施形態例において、動作は、入力データに対して作用すること及び出力を生成するこ
とによって機能を実行するように、コンピュータプログラムを実行する１つ以上のプログ
ラマブルプロセッサによって実行することができる。方法動作は、特別目的ロジック回路
（例えば、ＦＰＧＡ又はＡＳＩＣ）によって実行することもでき、実施形態例の装置が、
上記特別目的ロジック回路として実施されてもよい。
【００７０】
　コンピューティングシステムには、クライアント及びサーバを含むことができる。クラ
イアント及びサーバは、一般に互いからリモートにあり、通常、通信ネットワークを通し
て相互作用する。クライアント及びサーバの関係は、それぞれのコンピュータ上で実行さ
れ、クライアント‐サーバ関係を互いに対して有するコンピュータプログラムによって、
発生する。プログラマブルコンピューティングシステムをデプロイする実施形態において
、ハードウェアアーキテクチャ及びソフトウェアアーキテクチャの双方が考慮に値するこ
とが十分理解されるであろう。具体的に、特定の機能性を、永続的に構成されるハードウ
ェア（例えば、ＡＳＩＣ）において実施するか、一時的に構成されるハードウェア（例え
ば、ソフトウェアとプログラマブルプロセッサとの組み合わせ）において実施するか、又
は永続的に構成されるハードウェアと一時的に構成されるハードウェアとの組み合わせに
おいて実施するかの選択は、設計上の選択であり得ることが十分理解されるであろう。下
記に、様々な実施形態例においてデプロイされ得るハードウェア（例えば、マシン）及び
ソフトウェアアーキテクチャを提示する。
【００７１】
　例示的なマシンアーキテクチャ及びマシン可読媒体
　図１２は、コンピュータシステム１２００の例示的形態におけるマシンのブロック図で
あり、コンピュータシステム１２００内で、本明細書に論じられた方法論のうち任意の１
つ以上をマシンに実行させる命令を実行することができる。代替的な実施形態において、
マシンはスタンドアロン装置として動作し、あるいは他のマシンに接続され（例えば、ネ
ットワーク化され）てもよい。ネットワーク化されたデプロイにおいて、マシンは、サー
バ‐クライアントネットワーク環境でのサーバ又はクライアントの能力において、又はピ
アツーピア（又は分散）ネットワーク環境でのピアマシンとして動作することができる。
マシンは、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、タブレットＰＣ、セットトップボックス（
ＳＴＢ）、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、セルラー電話、ウェブ電化製品
、ネットワークルータ、スイッチ、若しくはブリッジ、又はマシンにより取られるべきア
クションを規定する命令を（順次に又はその他の方法で）実行することができる任意のマ
シンであってよい。さらに、単一のマシンだけが例示されているが、用語「マシン」は、
本明細書に論じられた方法論のうち任意の１つ以上を実行するように命令のセット（又は
複数のセット）を個々に又は一緒に実行するマシンの任意の集合をさらに含むものとする
。
【００７２】
　例示的なコンピュータシステム１２００は、プロセッサ１２０２（例えば、中央処理ユ
ニット（ＣＰＵ）、グラフィクス処理ユニット（ＧＰＵ）、又は双方）と、メインメモリ
１２０４と、スタティックメモリ１２０６とを含み、これらは、バス１２０８を介して互
いに通信する。コンピュータシステム１２００は、ビデオディスプレイユニット１２１０
（例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）又は陰極線管（ＣＲＴ））をさらに含むことがで
きる。コンピュータシステム１２００は、英数字入力装置１２１２（例えば、キーボード
）と、ユーザインターフェース（ＵＩ）ナビゲーション（又はカーソル制御）装置１２１
４（例えば、マウス）と、ディスクドライブユニット１２１６と、信号生成装置１２１８
（例えば、スピーカー）と、ネットワークインターフェース装置１２２０とをさらに含む
。
【００７３】
　マシン可読媒体
　ディスクドライブユニット１２１６はマシン可読媒体１２２２を含み、このマシン可読
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媒体１２２２上に、本明細書に説明された方法論又は機能のうち任意の１つ以上を具現化
し又はこれらにより利用されるデータ構造及び命令１２２４の１つ以上のセット（例えば
、ソフトウェア）が記憶される。命令１２２４はさらに、コンピュータシステム１２００
による命令１２２４の実行の間、メインメモリ１２０４内及び／又はプロセッサ１２０２
内に、完全に又は少なくとも部分的に存在することがあり、メインメモリ１２０４及びプ
ロセッサ１２０２がさらにマシン可読媒体を構成することがある。命令１２２４はさらに
、完全に又は少なくとも部分的に、スタティックメモリ１２０６内に存在することがある
。
【００７４】
　マシン可読媒体１２２２は、一実施形態例において単一の媒体であるように図示されて
いるが、用語「マシン可読媒体」には、１つ以上の命令１２２４又はデータ構造を記憶し
た単一の媒体又は複数の媒体（例えば、集中型若しくは分散型のデータベース、及び／又
は関連するキャッシュ及びサーバ）を含むことができる。用語「マシン可読媒体」は、マ
シンが実行する命令セットを記憶し、エンコードし又は伝えることができてマシンに本願
実施形態の方法論のうち任意の１つ以上を実行させる任意の有形媒体、又は、上記の命令
により利用され又は上記の命令に関連するデータ構造を記憶し、エンコードし又は伝える
ことができる任意の有形媒体をさらに含むものとする。したがって、用語「マシン可読媒
体」は、これらに限定されないが、ソリッドステートメモリ、光学媒体、及び磁気媒体を
含むものとする。マシン可読媒体の具体例には不揮発性メモリが含まれ、例として、半導
体メモリデバイス（例えば、消去可能プログラマブル読取専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電
気的消去可能プログラマブル読取専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、及びフラッシュメモリ）
と、内部ハードディスク及び取外し可能ディスクなどの磁気ディスクと、光磁気ディスク
と、コンパクトディスク読取専用メモリ（ＣＤ‐ＲＯＭ）及びデジタル多用途ディスク（
又はデジタルビデオディスク）読取専用メモリ（ＤＶＤ‐ＲＯＭ）ディスクとが含まれる
。
【００７５】
　送信媒体
　さらに、命令１２２４は、ネットワーク１２２６を通じて送信媒体を用いて送信され、
あるいは受信されてもよい。命令１２２４は、ネットワークインターフェース装置１２２
０と多数の周知の転送プロトコル（例えば、ＨＴＴＰ）のうち任意のものとを用いて送信
することができる。通信ネットワークの例には、ＬＡＮ、ＷＡＮ、インターネット、携帯
電話網、ＰＯＴＳネットワーク、及びワイヤレスデータネットワーク（例えば、ＷｉＦｉ
及びＷｉＭａｘネットワーク）が含まれる。用語「送信媒体」には、マシンが実行する命
令を記憶し、エンコードし又は伝えることができる任意の無形媒体を含むものとし、上記
のソフトウェアの通信を容易にするためのデジタル若しくはアナログ通信信号又は他の無
形媒体が含まれる。
【００７６】
　実施形態が具体的な実施形態例を参照して説明されたが、これら実施形態に対して本開
示の上位の主旨及び範囲から逸脱することなく様々な修正及び変更がなされ得ることが明
らかであろう。したがって、明細書及び図面は、限定的ではなく例示的な意味において考
慮されるべきである。本願の一部を成す添付図面は、限定ではなく例示として、対象事項
が実施され得る具体的な実施形態を図示している。例示された実施形態は、本明細書に開
示された教示を当業者が実施することを可能にするほど十分詳細に説明されている。これ
らから、他の実施形態が利用され、導出されてもよく、その結果、本開示の範囲から逸脱
することなく、構造的及び論理的な代替及び変更が行われ得る。したがって、詳細な説明
は、限定する意味に取られるべきではなく、様々な実施形態の範囲は、別記の請求項とこ
うした請求項が権利を与えられている均等物の完全な範囲とによってのみ定義される。
【００７７】
　上記の発明対象事項の実施形態は、個々に及び／又は集合的に、本明細書において用語
「発明」によって参照されることがあるが、これは単に簡便さのためであり、２以上の発
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発明概念に自発的に限定する意図はない。ゆえに、具体的な実施形態が本明細書に例示さ
れ、説明されたが、同じ目的を達成するように計算された任意の配置が、図示された具体
的な実施形態の代替にされてもよいことが十分理解されるべきである。本開示は、様々な
実施形態についての任意の及びすべての適合又はバリエーションをカバーすることが意図
される。上記の実施形態の組み合わせ、及び本明細書に具体的に説明されていない他の実
施形態が、上記の説明を検討した当業者に明らかになるであろう。
【００７８】
　本開示の要約は、読み手が技術開示の要旨を迅速に判定することができるように要約を
要求する３７Ｃ．Ｆ．Ｒ．セクション１．７２（ｂ）に準拠するために提供される。要約
は、請求項の範囲又は意味を解釈又は限定するためには使用されないという理解の下で提
出されている。さらに、上記詳細な説明では、開示を簡素化する目的のために、様々な特
徴が単一の実施形態の中に一緒に集められていることが分かる。この開示の方法は、請求
項に記載された実施形態が各請求項に明示されている特徴より多くの特徴を必要とすると
の意図を反映するものとして解釈されるべきではない。それどころか、別記の請求項が反
映するように、発明対象事項は、単一の開示された実施形態のすべての特徴に満たない特
徴にある。ゆえに、別記の請求項は、これにより、各請求項が別個の実施形態として独立
した状態で詳細な説明に組み込まれる。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８Ａ】
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【図８Ｂ】 【図８Ｃ】

【図９Ａ】 【図９Ｂ】
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【図９Ｃ】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月2日(2015.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　物理オブジェクトのイメージを捕捉するように構成されたカメラと、
　前記イメージを、ネットワークを介して、前記イメージに関連付けられた仮想オブジェ
クトデータと当該装置のユーザのための通信通知とを含むリモートサーバに通信し、当該
装置において前記仮想オブジェクトデータを受信するように構成された、１以上のプロセ
ッサで実施される拡張現実アプリケーションと、
　前記仮想オブジェクトデータを用いて仮想風景の中に仮想イメージを表示し、前記ユー
ザにより引き起こされる当該装置と前記物理オブジェクトとの間の相対的動きに応答して
、前記仮想イメージを修正するように構成された拡張現実通知モジュールと、
　前記物理オブジェクトの物理操作を検出し、前記物理オブジェクトの物理操作に割り当
てられた仮想機能を識別し、前記の識別された仮想機能を実行するように構成された物理
世界操作モジュールであって、前記仮想機能は、前記物理オブジェクトに接続されていな
い別の物理装置を制御する、物理世界操作モジュールと、
　を含む装置。
【請求項２】
　前記物理世界操作モジュールは、前記物理オブジェクトの物理操作に関連付けられた仮
想機能性を含む仮想機能性データセットを受信するように構成される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　当該装置のユーザに関連付けられた通知サーバから前記通信通知を受信するように構成
された通知モジュールであって、前記通信通知は電子メール通知、カレンダーリマインダ
ー通知、又はソーシャルネットワーク通知を含む、通知モジュール、
　をさらに含む請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記拡張現実通知モジュールは、参照識別子モジュールと、通知視覚化モジュールと、
仮想オブジェクト生成器とを含み、
　前記参照識別子モジュールは、前記通信通知に関連付けられた参照識別子にアクセスす
るように構成され、
　前記通知視覚化モジュールは、前記参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化にアク
セスするように構成され、
　前記仮想オブジェクト生成器は、前記物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子に
関連付けられた拡張現実視覚化を用いて、前記物理オブジェクトのイメージの中の参照識
別子と連動した仮想オブジェクトを生成するように構成される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記通知視覚化モジュールは、前記仮想オブジェクトの特徴を変更し、前記物理オブジ
ェクトのイメージの中の参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化に基づいて、前記仮
想オブジェクトを別の仮想オブジェクトで置換するように構成される、請求項４に記載の
装置。
【請求項６】
　前記物理世界操作モジュールは、物理オブジェクト識別器と、物理オブジェクト操作検
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出器と、仮想アクチュエータとを含み、
　前記物理オブジェクト識別器は、前記物理オブジェクトと該物理オブジェクトの物理操
作に関連付けられた仮想機能性とを識別するように構成され、
　前記物理オブジェクト操作検出器は、前記物理オブジェクトの物理操作を識別するよう
に構成され、
　前記仮想アクチュエータは、前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操
作に対応する仮想機能を生成するように構成される、
　請求項２に記載の装置。
【請求項７】
　前記仮想アクチュエータは、前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操
作に対応する仮想ユーザインターフェースを生成するように構成される、請求項６に記載
の装置。
【請求項８】
　前記仮想アクチュエータは、前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操
作に応答して、当該装置の機能をアクティブ化するように構成される、請求項６に記載の
装置。
【請求項９】
　前記仮想アクチュエータは、前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操
作に応答して、別の装置を制御するための仮想機能のコマンドを生成するように構成され
、前記別の装置は前記物理オブジェクトとの通信を有さない、請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　前記物理オブジェクトの物理操作は、前記物理オブジェクトを移動させること又は回転
させることを含む、請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　コンピューティング装置を用いて、物理オブジェクトのイメージを捕捉するステップと
、
　前記イメージをネットワークを介してリモートサーバに通信するステップであって、前
記リモートサーバは、前記イメージに関連付けられた仮想オブジェクトデータと前記コン
ピューティング装置のユーザのための通信通知とを含む、ステップと、
　前記コンピューティング装置において前記仮想オブジェクトデータを受信するステップ
と、
　前記仮想オブジェクトデータを用いて仮想風景の中に仮想イメージを表示するステップ
と、
　前記ユーザにより引き起こされる前記コンピューティング装置と前記物理オブジェクト
との間の相対的動きに応答して、前記仮想イメージを修正するステップと、
　前記物理オブジェクトの物理操作を検出するステップと、
　前記物理オブジェクトの物理操作に割り当てられた仮想機能を識別するステップであっ
て、前記仮想機能は、前記物理オブジェクトに接続されていない別の物理装置を制御する
、ステップと、
　前記の識別された仮想機能を実行するステップと、
　を含む方法。
【請求項１２】
　前記物理オブジェクトの物理操作に関連付けられた仮想機能性を含む仮想機能性データ
セットを受信するステップ、
　をさらに含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記コンピューティング装置のユーザに関連付けられた通知サーバから前記通信通知を
受信するステップであって、前記通信通知は電子メール通知、カレンダーリマインダー通
知、又はソーシャルネットワーク通知を含む、ステップ、
　をさらに含む請求項１１に記載の方法。
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【請求項１４】
　前記通信通知に関連付けられた参照識別子にアクセスするステップと、
　前記参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化にアクセスするステップと、
　前記物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化を
用いて、前記物理オブジェクトのイメージの中の参照識別子と連動した仮想オブジェクト
を生成するステップと、
　をさらに含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記仮想オブジェクトの特徴を変更し、又は、前記物理オブジェクトのイメージの中の
参照識別子に関連付けられた拡張現実視覚化に基づいて、前記仮想オブジェクトを別の仮
想オブジェクトで置換するステップ、
　をさらに含む請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操作に対応する仮想機能を生成
するステップと、
　をさらに含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操作に対応する仮想ユーザイン
ターフェースを生成するステップ、
　をさらに含む請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操作に応答して、前記コンピュ
ーティング装置の機能をアクティブ化するステップ、
　をさらに含む請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記物理オブジェクトについての前記の識別された物理操作に応答して、別の装置を制
御するための仮想機能のコマンドを生成するステップであって、前記別の装置は前記物理
オブジェクトとの通信を有さない、ステップ、
　をさらに含む請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　マシンの１以上のプロセッサにより実行されるときに、前記マシンに、
　物理オブジェクトのイメージを捕捉するステップと、
　前記イメージをネットワークを介してリモートサーバに通信するステップであって、前
記リモートサーバは、前記イメージに関連付けられた仮想オブジェクトデータと前記マシ
ンのユーザのための通信通知とを含む、ステップと、
　前記マシンにおいて前記仮想オブジェクトデータを受信するステップと、
　前記仮想オブジェクトデータを用いて仮想風景の中に仮想イメージを表示するステップ
と、
　前記ユーザにより引き起こされる前記マシンと前記物理オブジェクトとの間の相対的動
きに応答して、前記仮想イメージを修正するステップと、
　前記物理オブジェクトの物理操作を検出するステップと、
　前記物理オブジェクトの物理操作に割り当てられた仮想機能を識別するステップであっ
て、前記仮想機能は、前記物理オブジェクトに接続されていない別の物理装置を制御する
、ステップと、
　前記の識別された仮想機能を実行するステップと、
　を含む動作を実行させる命令を含む非一時的マシン可読媒体。
 



(26) JP 2016-521882 A 2016.7.25

10

20

30

40

【国際調査報告】



(27) JP 2016-521882 A 2016.7.25

10

20

30

40



(28) JP 2016-521882 A 2016.7.25

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(74)代理人  100091214
            弁理士　大貫　進介
(72)発明者  マリンズ，ブライアン
            アメリカ合衆国　９１０２４　カリフォルニア州，シエラマドレ，アダムス・ストリート　１７０
Ｆターム(参考) 5E555 AA12  AA27  BA02  BA05  BA06  BA67  BA77  BA78  BB02  BB05 
　　　　 　　        BB06  BC04  BD01  BE17  CA42  CB66  CC01  DA02  DB33  DB34 
　　　　 　　        DC13  DC43  EA07  EA22  FA00 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

